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会員

奈良県多面的機能支払推進協議会

協議会だより（第１７号）

令和５年８月２３日(水)、大和平野土地改良区 大会議室において、奈良県、 奈良県農業協同組合、２５市町

村、奈良県土地改良事業団体連合会の会員総数２８名全員の出席（出席２１名、委任状による出席７名）のもと、

令和５年度 奈良県多面的機能支払推進協議会通常総会を開催しました。

菅谷会長より開会挨拶の後、広陵町 栗山地域振興部長が議長を務め、議案が審議され原案どおりに可決、

承認を得ました。

その他に情報提供として、奈良県食と農の振興部農村振興課より、地域計画策定と多面的機能支払交付金

の一体的推進の説明や県の農村振興関係イベントの説明、兵庫県佐用町の広域化による事務負担軽減の説

明がありました。その後、意見交換会が行われました。

令和５年度奈良県多面的機能支払推進協議会通常総会を開催しました。

奈良県・奈良県農業協同組合・奈良市・大和高田市・大和郡山市・天理市・橿原市・桜井市・五條市・御所市
葛城市・宇陀市・山添村・平群町・ 斑鳩町・安堵町・川西町・三宅町・田原本町・御杖村・高取町・明日香村

広陵町・河合町・吉野町・大淀町・下市町・奈良県土地改良事業団体連合会

議案
第１号議案
規約の一部変更について

第２号議案
令和４年度事業報告及び会計決算について

第３号議案
令和５年度事業計画及び会計収支予算（案）について

議長
広陵町 地域振興部

栗山部長

監査報告
奈良市 観光経済部
農政課 米田課長

開会挨拶
協議会
菅谷会長

意見交換会総評
奈良県 食と農の振興部

長谷川次長

【意見交換会内容（一部抜粋）】

『各活動組織や行政で工夫すると良いと考え
ること』

・リーダーの育成が必要
・今年度、事務研修会を開催。来年度以降
も継続してやっていきたい。開催する中で、組
織同士のつながりを持ってもらいたい。
・書類様式の簡略化が必要
・事務について「やってみたら、意外とできた。」
という声もあるので、そういった声を広めて参加
を増やしたい。

『活動組織の設立をきっかけに地域での新たな活動や事業実
施につながったり、今後つなげようと思っていること』

・組織内で計画的に計画を立てて工事発注ができている。
・制度の説明会を行った結果、興味を持たれて、取り組みたい
という動きがでてきている。
・獣害対策が被害の抑制に繋がっている。
・遊休農地を活用した植栽活動が好評。後継者がいない農
地を地域で管理でき、他地域からもきれいな景色を見に来ら
れることがある。
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南檜垣町
農村環境保全

活動組織

阪原町
環境保全向上

活動組織

山陰
保全管理会

奈良県
食と農の振興部

乾 部長

『農村振興シンポジウム』 が開催されました。

令６年２月1４日（水）、多面的機能支払交付金事業や中山間地域等直接支払交付金事業に取り組む地域

において、優れた取り組みを実践している組織の活動を模範として広く周知し、他の活動組織の参考にしてい

ただき、活動の質的向上を図ることを目的として『農村振興シンポジウム』が橿原文化会館 小ホールで開催

されました。

シンポジウムでは、奈良県農村振興優良組織表彰、基調講演、事例発表終了後、多面的機能支払交付金

活動組織からの参加者に対し、講習会及びワークショップが行われました。

県内の農村地域活動優良地区として活動組織の中から阪原町環境保全向上

活動組織（奈良市）、南檜垣町農村環境保全活動組織（天理市）、山陰保全管

理会（五條市）の３地区が表彰されました。

奈良県農村振興
優良組織表彰

令和４年度（昨年度）優良組織表彰地区による各地域の活動状況について発表

されました。
事例発表

田原ふる里
環境保全向上
活動協議会
（奈良市）

多集落を守り
美しい村づくり隊

（田原本町）

桐山地域
環境保全連合会

（宇陀市）

阪原町
環境保全向上

活動組織
（奈良市）

山陰
保全管理会
（五條市）

営農組合を中心に集落一丸となり、
年９回の基礎活動や都市との交流を図
るため、毎年１０月に「コスモス祭」の開
催や営農組合女子部による加工品開
発にも取り組んでいます。

南檜垣町
農村環境

保全活動組織
（天理市）

法人化された営農組合が参画し、
都市との交流を図るため毎週土曜日
に「朝市」を開催するとともに年末に
は、しめ縄づくり体験を実施していま
す。

農地中間管理機構を活用し、９５％の
農地を担い手へ集積。農村環境保全
のため、農道周辺への植栽や集落内
の世代間交流を図るため「収穫祭」など
の様々な行事を実施しています。

奈良市田原地域
の１９集落がひと
つの組織として活
動され、活動当初
から広域化に取り
組み、「中山間直
接支払制度」にお
いても、集落機能
強化加算に取り組
み組織の強化に向
けた活動をしてい
ます。

田植えや稲刈り
体験など、都市農
村 交 流 活 動 を 積
極的に行い、婦人
部による伝統料理
の継承や、６次産
業化を目指して地
元で収穫した米や
小麦を使用した加
工品の販売も行っ
ています。

遊休農地解消に
向け、そばを栽培
し、美しい田園風
景 の 景 観 形 成 を
行うとともに収穫し
たそばは、地域行
事においてそば打
ちし、住民に振る
舞うなど、農村環
境の向上に向けた
取り組みを積極的
に行っています。
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基調講演
奈良教育大学 准教授 河本 大地 氏

『農村のシニア世代に伝えたいこと ～田舎生まれの農村地域研究者として～』

ワークショップ
「地域の悩みや楽しみを語り合おう！」

河本 大地 氏
奈良教育大学 准教授

岡山県建部町出身。
2007年に広島大学院文学
研究科博士課程後期修了。
神戸夙川学院大学観光文
学部講師および准教授を

経て、2015年から奈良教育大学准教授。地理
学、世界・日本の農山村地域研究、観光・地
域振興。ESD。地域多様性をいかした社会づく
りに関心を持ち、地域づくり、観光、ジオパーク、
有機農業、ESD（持続可能な開発のための教
育、持続発展教育）などに関する実践的な研
究活動を行っている。

『農村は、人が手を加え続けてきてその景観が維持されてい
るという感覚が意外と共有されていない。』

『農村、田舎の面白さが社会に共有され、その中で苦悩や
努力を知ってもらえたら、農村ファンを増やしていける。』

これからの世代は、人口減少しか経験しない世代になって
いく。江戸時代の後半と同じくらいの人口に近づいていく中、
当時との違いは、①地理的な人口分布（農村人口の割合が
多かった）②グローバル化③高齢化である。農村の方が先ん
じて人口減少や高齢化を経験している。日本全体がそうなっ
ていく中で、ノウハウを農村が持っているという見方もできる。

田舎と言うことを誇らしく思い、楽しんでいる大人が少ないの

ではないか。自然の中で暮らしている
メリットとは土地に根ざしていることな
のではないではないか。日本全体が
そうなって行く中で、ノウハウを農村
が持っているという見方もできる。

世界中が自然の中で暮らすようにな
り、自然を意識するようになったら、
もっと地球人類が変わっていくという
話等、河本講師のテンポの良い話を
熱心に聞き入りました。

講演終了後、講師の河本先生によ
るワークショップが同時開催されまし
た。

多面的支払交付金活動組織講習会

① 『用水路の補修工法について』

インフラ保全技術協会
ベルテクス株式会社
メンテナンス営業部
技術チームリーダー 岡井 貴洋氏

② 『水門のメンテナンスと更新』

日本自動機工株式会社

営業工事部

次長 田尻 哲也氏

水路のコンクリート表面が摩耗したり、風化したような
状況や、ひび割れ、コンクリートの目地上の止水板がず
れたりと様々な劣化がある。放置しておくと最終的に構
造物として機能しなくなる。どういった劣化になってくるの
かといったところから原因を突き止めてそのものにあった
処置が必要。多面的支払交付金でも活用できる工法を２
つ紹介。

ジョイントリペア工法
Ｈｙｐｅｒシンプルシート

工法

身近な３種類のゲート（引き上げ式・油圧転倒式
・ゴム引布製起伏堰）の説明とメンテナンスのポイ
ントとして、特殊な部分もあるが基本的には、ゴム
なら車のタイヤ、鉄ならさびる材質である農機具
と同じような目線で見ればいいと話があり、
・ネジの部分は定期清掃、グリスアップをする。
・エンジンは、燃料の劣化もあるので使わない時

も空運転する。
・月１回程度の開閉動作や起立・倒伏操作を行っ

ている施設は長持ちしている。逆に動かしてい
ない施設の老朽化は早くなる。

・メーカーに相談し、点検を依頼する。
プロの目線で何年かに一度見ることは非常に重

要！そうすることで次世代にまで繋げていってほ
しい。
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DVDの貸し出しを行っております！下記お問い合わせ先までお気軽にお申し込みください。

◆ 地域で止める獣害対策シリーズ ◆

◆ 多面的機能支払支援シリーズ ◆

協議会ホームページ上でＷＥＢ配信を

行った内容をご要望によりＤＶＤとして追

加いたしました。

用水路の補修

工法について

（インフラ保全技

術協会 ベルテ

クス株式会社）

各種製品説明

（中部美化企業

株式会社）

奈良県多面的機能支払推進協議会の〈概要〉、〈規約〉、〈実施要綱〉、〈協議会だより〉は・・・

「水土里ネット奈良（奈良県土地改良事業団体連合会）」ホームページ （https://www.naradoren.or.jp/） より

【奈良県多面的機能支払推進協議会】バナーをクリック

● お問い合わせ先 ●

奈良県多面的機能支払推進協議会
（事務局 奈良県土地改良事業団体連合会）

〒634-0033 奈良県橿原市城殿町459

大和平野土地改良区4階
TEL:0744-29-1310 FAX:0744-29-1312

水土里ネット奈良ホームページQRコード

令和３年度
奈良県多面的機能支払交付金

研修会内容
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